
新
年
度
予
算

毎
週
1
回
の
手
話
通
訳
者

の
配
置
を
、
常
駐
に
す
る
考
え
は
。

常
駐
の
配
置
は
予
定
し
て

い
な
い
。
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

を
受
講
し
て
い
る
職
員
に
よ
る
対

応
等
に
よ
り
、
来
庁
者
に
不
便
を

か
け
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

そ
の
上
で
必
要
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
具
体
的
に
考
え
て
い
く
。

障
害
の
あ
る
方
を
福
祉
教

育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
専
門
家
と
し

て
力
を
生
か
す
考
え
は
。

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
技
能
を
有
効
に
活
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
、
関
係
機
関
等
と

調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、
夏
休
み
等
の
4
年
生
以
上

の
受
け
入
れ
策
の
見
解
は
。

定
員
に
余
裕
の
あ
る
ク
ラ

ブ
は
、
試
行
的
に
実
施
し
て
い
く
。

今
後
は
拠
点
方
式
に
よ
る
受
け
入

れ
を
検
討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
の
展

示
パ
ネ
ル
は
、
更
新
時
期
と
考
え

る
が
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
は
使
用
で
き
な

い
状
況
で
は
な
い
。
使
用
者
か
ら

は
変
更
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
す
べ
て
を
更
新
す
る
に
は

か
な
り
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。

優
先
順
位
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

現
状
の
課
題

高
齢
者
・
障
害
者
就
労
の

促
進
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

国
等
が
実
施
し
て
い
る
相

談
事
業
等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

企
業
に
は
、
商
工
会
議
所
等
を
通

じ
て
助
成
金
制
度
の
周
知
を
し
て

い
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
雇

用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

障
害
者
の
余
暇
支
援
を
、

市
が
主
体
的
に
始
め
る
考
え
は
。

地
域
生
活
支
援
事
業
等
で

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
iあい
プ

ラ
ザ
の
生
活
訓
練
室
は
、
主
と
し

て
障
害
者
の
余
暇
活
動
支
援
の
場

と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

心
理
的
な
病
欠
者
が
増
加

し
て
い
る
職
員
の
長
期
休
暇
の
問

題
で
、
実
効
性
あ
る
対
応
が
さ
れ

て
い
る
か
。

18
年
度
よ
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
修
を
階
層
別
に
実
施
し
、

専
門
家
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
も
開
設
し
て
い
る
。
ま
た
、

復
帰
に
向
け
た
数
週
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
徐
々
に
職
場
復

帰
を
目
指
す
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

全
・
安
心
に
係
る
事
業
以
外
は
、

事
業
費
を
大
幅
に
下
方
修
正
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

教
育
行
政

35
人
学
級
に
つ
い
て
、
来

年
度
は
ど
う
す
る
か
。

21
年
度
は
全
学
年
を
対
象

と
し
た
い
。
財
政
状
況
も
勘
案
し
、

小
中
学
校
の
学
級
編
制
基
準
を
原

則
35
人
と
し
な
が
ら
も
、
総
合
的

な
ル
ー
ル
を
定
め
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
見
え
る
評
価
と
課
題
は
。

教
科
に
お
け
る
正
答
率
だ

け
で
な
く
、
学
習
へ
の
関
心
等
も

高
い
肯
定
率
を
示
し
た
。
ま
た
、

地
域
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
際

立
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
一
人
一

人
を
見
る
と
、
関
心
、
意
欲
等
の

心
情
面
を
含
め
た
、
一
層
の
学
力

向
上
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

就
任
10
年

市
長
就
任
期
間
10
年
間
を

振
り
返
っ
て
、
率
直
な
感
想
を
。

こ
の
10
年
間
の
当
地
域
最

大
の
テ
ー
マ
は
、
合
併
で
あ
っ
た
。

自
分
の
当
初
か
ら
の
主
張
に
沿
っ

て
1
市
3
町
1
村
で
成
就
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
新
市
を

順
調
に
軌
道
に
乗
せ
た
こ
と
は
、

喜
び
と
達
成
感
を
感
じ
て
い
る
。

積
み
残
し
た
課
題
や
、
や

り
残
し
は
。

最
大
の
課
題
は
、
景
気
悪

化
の
中
で
、
合
併
に
際
し
て
開
始

し
た
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
、
い

か
に
着
実
に
成
就
さ
せ
る
か
で
あ

る
。
私
と
し
て
は
、
福
祉
や
文
化

の
面
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
や
り
残
し
た
思
い
で
は

あ
る
。
ま
た
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

が
大
き
な
課
題
だ
が
、
活
性
化
の

動
き
に
期
待
し
た
い
。

予
算
編
成

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考

え
方
は
。基

本
的
に
は
、
継
続
事
業

を
着
実
に
推
進
す
る
も
の
と
し
、

新
規
事
業
は
、
新
市
長
に
よ
る
政

策
的
な
事
業
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
原
則
と
し
て
計
上
し
な
い
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

金
融
危
機
か
ら
景
気
後
退

が
叫
ば
れ
て
い
る
。
本
市
に
対
す

る
影
響
は
い
か
な
る
も
の
か
。

法
人
市
民
税
を
試
算
す
る

と
、
20
年
度
当
初
予
算
の
約
半
分

程
度
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
が
確
実

視
さ
れ
て
い
る
。
21
年
度
は
、
安

i プラザi プラザ

35人学級（ふるさと先生）35人学級（ふるさと先生）
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予
算
編
成

市
民
の
暮
ら
し
満
足
度
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
め
り
張
り
の

あ
る
予
算
編
成
を
し
て
い
く
の
か
。

非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
る
が
、
市
民
の
暮
ら
し
に
不

安
が
生
じ
な
い
よ
う
、
学
校
の
耐

震
化
な
ど
の
安
全
・
安
心
を
担
保

す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
着
々
と

整
備
し
て
い
き
た
い
。

医
療
・
福
祉

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
、
毎
年
受
診
で
き

る
体
制
づ
く
り
の
考
え
は
。

国
の
指
針
に
基
づ
き
20
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
を
対
象
と
し
て
、

隔
年
で
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

毎
年
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
移
動

で
き
る
交
通
手
段
確
保
の
た
め
、

デ
ィ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
導
入
の
考
え
は
。

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
竜
洋

地
区
に
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
は
具
体
的
運
用
方
法
な
ど
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
自

主
運
行
バ
ス
の
代
替
手
段
と
し
て

考
え
て
い
く
。

子
育
て

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、

子
供
を
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
の
充
実
は
重
要
課
題

で
あ
る
。
保
育
園
待
機
児
童
の
解

消
の
取
り
組
み
と
、
保
育
マ
マ
制

度
の
考
え
は
。

保
育
士
の
確
保
や
施
設
整

備
の
充
実
に
よ
る
定
員
増
を
図
る

と
と
も
に
、
民
営
化
等
を
検
討
す

る
。
保
育
マ
マ
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
課
題
も
多
く
、
今
後
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
育
園
で
実
施
さ
れ
て
い

る
病
後
児
保
育
の
拡
充
の
考
え
は
。

市
内
5
カ
所
の
私
立
保
育

園
で
病
後
児
保
育
を
実
施
し
て
い

る
。
21
年
度
か
ら
は
7
園
と
な
る

が
、
そ
の
う
ち
6
園
が
全
市
の
園

児
を
対
象
と
し
て
実
施
を
す
る
。

里
帰
り
出
産
の
妊
婦
健
診

の
公
費
助
成
に
つ
い
て
、
開
始
時

期
や
取
り
組
み
内
容
は
。

21
年
4
月
か
ら
開
始
し
、

償
還
払
い
と
し
て
実
施
す
る
。

妊
婦
健
診
の
14
回
へ
の
拡

充
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

21
年
度
は
8
回
実
施
を
検

討
し
て
い
る
が
、
国
が
14
回
実
施

を
決
定
し
た
時
点
で
14
回
実
施
を

検
討
し
て
い
く
。

エ
ア
コ
ン
は
25
ク
ラ
ブ
中

18
ク
ラ
ブ
が
設
置
済
で
あ
り
、
今

後
も
年
1
、
2
カ
所
の
整
備
を
計

画
的
に
実
施
し
た
い
。
利
用
時
間

は
要
望
の
多
い
長
期
休
暇
の
利
用

時
間
を
全
ク
ラ
ブ
8
時
か
ら
開
所

し
利
用
時
間
を
拡
大
す
る
。
心
身

障
害
児
の
利
用
回
数
拡
大
は
、
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
で
空
き

ス
ペ
ー
ス
が
生
じ
た
の
で
、
運
営

主
体
と
調
整
を
進
め
た
い
。

す
べ
て
の
学
年
で
35
人
以

下
学
級
の
実
現
を
。

制
度
の
効
果
に
つ
い
て
は

効
果
検
証
委
員
会
の
報
告
を
公
表

し
て
い
く
が
、
検
証
し
て
効
果
が

あ
れ
ば
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
前

向
き
に
進
む
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行

い
、
平
和
事
業
の
推
進
を
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
を
含
め
た
3

つ
の
都
市
宣
言

を
、
2
月
定
例

会
に
上
程
を
し

た
い
。
平
和
事

業
は
、
被
爆
写

真
パ
ネ
ル
展
な

ど
の
継
続
実
施

の
ほ
か
、
都
市

宣
言
制
定
時
に

新
た
な
事
業
を

検
討
し
た
い
。

政
治
姿
勢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

持
続
可
能
な
国
民
皆
保
険

制
度
維
持
の
た
め
創
設
さ
れ
た
制

度
で
あ
り
、
制
度
の
周
知
、
定
着

を
図
る
こ
と
が
現
時
点
で
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

雇
用
破
壊
や
貸
し
渋
り
等

を
行
わ
な
い
よ
う
関
係
企
業
等
へ

の
働
き
か
け
を
。

商
工
会
議
所
等
と
連
携
を

図
り
、
雇
用
環
境
を
守
り
た
い
。

金
融
機
関
へ
は
不
当
な
貸
し
渋
り

等
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

介　

護
21
年
4
月
が
改
定
時
期
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

保
険
料
算
定
の
基
礎
と
な

る
介
護
給
付
費
が
増
加
し
た
た
め

保
険
料
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
が
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
充
当
し
、

保
険
料
の
増
加
を
抑
制
し
た
い
。

子
育
て
・
教
育
・
平
和
事
業

助
産
所
で
の
妊
婦
健
診
助

成
を
創
設
す
る
考
え
は
。

嘱
託
医
療

機
関
な
ど
が
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、

最
初
は
2
回
で
実

施
す
る
。放

課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
空
調

設
備
の
拡
充
と
、

利
用
時
間
や
心
身

障
害
児
の
利
用
回

数
を
拡
大
す
る
考

え
は
。

保育園保育園

放課後児童クラブ放課後児童クラブ

21
年
度
予
算
編
成

医
療
・
福
祉
の
諸
課
題
／
子
育
て
支
援
策
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磐
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行
政
課
題

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
の

定
額
給
付
金
に
対
す
る
考
え
は
。

景
気
浮
揚
対
策
と
し
て
の

効
果
は
、
一
定
の
も
の
が
期
待
で

き
る
と
考
え
る
。

子
育
て
支
援

国
保
税
滞
納
に
よ
る
保
険

証
の
な
い
子
供
の
現
状
と
対
応
は
。

国
保
税
を
納
期
限
か
ら
1

年
経
過
し
て
も
納
付
せ
ず
、
再
三

の
納
付
指
導
等
に
応
じ
な
い
世
帯

は
資
格
証
明
書
と
な
る
が
、
現
在
、

子
供
の
い
る
世
帯
へ
の
資
格
証
明

書
の
交
付
は
な
い
。
今
後
も
個
々

の
実
態
把
握
に
努
め
、
解
決
し
て

い
き
た
い
。

特
別
支
援
教
育
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
、
現

在
通
学
中
の
学
校
以
外
の
受
け
さ

せ
た
い
支
援
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
、

特
別
支
援
教
育
希
望
選
択
制
度
の

構
築
を
望
む
。
見
解
を
。

入
学
時
や
年
度
変
わ
り
時

に
、
学
区
外
や
区
域
外
の
学
校
へ

通
う
こ
と
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、

学
校
教
育
課
で
相
談
を
受
け
て
お

り
、
年
度
途
中
で
も
転
校
を
認
め

て
い
る
。

公
立
幼
稚
園

ピ
ー
ク
時
と
比

較
し
、
園
児
数
が
最
も

減
少
し
て
い
る
園
は
。

5
歳
児
で
比
較

す
る
と
、
南
御
厨
幼
稚
園
で
は
昭

和
54
年
度
の
1
1
3
人
が
、
本
年

度
9
人
と
な
り
、
92
%
の
減
少
率

と
な
っ
た
。

小
規
模
幼
稚
園
の
統
廃
合

と
民
営
化
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

現
状
、
具
体
的
計
画
は
な

い
が
、
中
長
期
的
に
は
前
向
き
な

研
究
・
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

今
後
、（
仮
称
）
磐
田
市
幼
児
教

育
振
興
計
画
を
検
討
す
る
中
で
議

論
を
深
め
た
い
。

預
か
り
保
育
を
拡
大
す
る

取
り
組
み
を
。

要
望
は
増
加
し
て
い

る
と
考
え
る
。
現
在
2
園
で

実
施
し
て
お
り
、
保
育
料
な

ど
課
題
が
あ
る
が
、
拡
大
の

方
向
で
検
討
し
た
い
。

の
充
実
策
を
。

市
独
自
の
支
援
と
し
て
、

農
業
用
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
導
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
新

設
し
た
。
一
方
、
国
で
も
肥
料
代

や
燃
油
費
に
対
す
る
支
援
策
等
が

創
設
さ
れ
た
。
周
知

に
努
め
た
い
。

旧
ふ
く
で
荘

跡
地
へ
の
民
間
企
業

誘
致
に
当
た
り
、
地

域
経
済
活
性
化
策
と

し
て
行
政
の
果
た
す

役
割
は
。福

田
漁
港
周
辺
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進

め
、
引
き
続
き
民
間
事
業
者
の
誘

致
事
業
を
推
進
し
た
い
。

行
財
政
改
革

保
育
園
・
幼
稚
園
職
員
の

正
規
雇
用
を
ふ
や
す
べ
き
と
考
え

る
。
対
応
は
。

民
営
化
す
る
保
育
園
の
正

規
保
育
士
を
各
保
育
園
・
幼
稚
園

に
再
配
分
し
て
い
き
た
い
。

21
年
度
に
お
け
る

補
助
金
の
見
直
し
と
削
減

分
の
有
効
的
活
用
策
は
。

費
用
負
担
の
あ
り

方
な
ど
の
検
証
に
よ
り
生

み
出
し
た
財
源
を
、
重
点

分
野
に
集
中
す
る
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
事
業
執
行
に

大
き
な
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

を
前
提
に
、
総
額
の
3
%
程
度
の

削
減
を
考
え
て
い
る
。

地
域
経
済 

中
心
市
街
地
等
の
商
店
街

に
つ
い
て
、
今
後
の
活
性
化
策
と

高
齢
社
会
の
中
で
の
整
備
計
画
は
。

中
心
市
街
地
空
き
店
舗
対

策
事
業
等
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
の
ほ
か
、
高
齢
者
が
商
店
街
を

気
軽
に
安
心
し
て
楽
し
み
、
生
活

で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

（
仮
称
）
ら
ら
ぽ
ー
と
磐

田
の
開
業
に
伴
う
既
存
の
ス
ー
パ

ー
や
商
店
へ
の
影
響
は
。

生
活
基
盤
に
密
着
し
た
地

域
商
店
街
へ
の
影
響
は
、
余
り
大

き
く
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

燃
料
、
肥
料
等
の
高
騰
か

ら
、
食
と
農
を
守
る
公
的
補
て
ん

地
域
福
祉

地
域
福
祉
推
進
地
区
会
議

の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、

地
域
福
祉
活
動
拠
点
の
整
備
は
。

地
域
福
祉
推
進
地
区
会
議

は
、
地
区
社
協
の
設
立
を
目
標
に

立
ち
上
げ
た
。
豊
田
地
区
を
除
き

組
織
さ
れ
て
お
り
、
小
中
学
校
の

見
守
り
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
福
祉
活
動
拠
点
は
、
公
民
館

を
中
心
に
活
動
場
所
を
確
保
し
た

い
が
、
ま
だ
ま
だ
の
段
階
で
あ
る
。

子
育
て
支
援

子
育
て
相
談
や
交
流
事
業

等
の
需
要
に
対
す
る
認
識
と
今
後

の
展
開
は
。

需
要
は
高
い
と
認
識
す
る
。

今
後
は
、
出
前
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
充
実
さ
せ
、
地
域
全
体
で

子
育
て
を
し
て
い
く
機
運
の
醸
成

旧ふくで荘跡地旧ふくで荘跡地

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

行
政
課
題
／
子
育
て
支
援

公
立
幼
稚
園

公
明
党　

鈴 

木 

喜 

文　

議　

員

地
域
経
済
を
守
る
施
策

行
財
政
改
革

日
本
共
産
党　

根 
津 

康 

広　

議　

員

地
域
福
祉
計
画

子
育
て
支
援
策

無
所
属　

野 

崎 

正 

藏　

議　

員
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に
努
め
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現

状
と
今
後
の
展
開
は
。
ま
た
、
21

年
度
か
ら
の
運
営
主
体
は
。

現
在
、
待
機
児
童
は
発
生

し
て
い
な
い
が
、
待
機
が
発
生
し

や
す
い
ク
ラ
ブ
は
、
長
期
的
な
児

童
数
の
推
移
を
考
慮
し
、
実
施
場

所
の
創
設
も
検
討
し
て
い
く
。
21

年
度
よ
り
、
原
則
、
市
の
直
営
事

業
と
し
、
運
営
を
維
持
し
て
い
く
。

保
育
園
の
待
機
児
童
の
状

況
は
。
ま
た
、
今
後
ど
う
待
機
児

童
の
解
消
を
図
る
の
か
。

現
状
、
待
機
児
童
解
消
の

達
成
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
保

育
士
の
確
保
や
施
設
整
備
に
よ
り
、

受
け
入
れ
児
童
の
増
加
に
努
め
る
。

ま
た
、
民
営
化
も
検
討
し
て
い
る
。

耐
震
性
能
が
悪
い
状
態
の

豊
田
南
第
2
保
育
園
の
建
て
か
え

計
画
は
。
ま
た
、
豊
田
南
幼
稚
園

の
遊
戯
室
の
対
応
は
。

豊
田
南
第
2
保
育
園
は
9

月
補
正
予
算
で
応
急
補
強
工
事
を

計
上
し
た
。
今
後
は
、
施
設
整
備

と
あ
わ
せ
、
民
営
化
を
予
定
し
て

い
る
。
豊
田
南

幼
稚
園
遊
戯
室

の
耐
震
化
は
、

22
年
度
ま
で
に

完
了
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め

て
い
る
。

国
保
・
介
護

国
保
税
の
減
免
実
績
は
。

20
年
度
は
10
月
末
現
在
で

11
件
の
該
当
が
あ
り
、
す
べ
て
生

活
保
護
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
格
証
明
書
や
短
期
保
険

証
発
行
の
現
状
は
。
ま
た
、
保
険

証
の
窓
口
と
め
置
き
の
見
解
は
。

資
格
証
明
書
は
納
付
指
導

等
に
応
じ
な
い
も
の
が
71
世
帯
、

短
期
保
険
証
で
は
納
付
指
導
等
に

応
じ
て
も
納
付
し
な
い
も
の
が
3

5
3
件
で
約
3
割
、
滞
納
金
額
の

減
少
に
努
め
な
い
も
の
が
8
2
3

件
で
約
7
割
で
あ
る
。
窓
口
と
め

置
き
は
、
納
付
相
談
等
に
よ
り
個

々
の
状
況
を
把
握
す
る
上
で
必
要

と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

の
た
め
の
調
査
項
目
削
減
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
認
定
が
軽
く
な

る
可
能
性
が
高
い
。
見
解
を
。

認
定
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
る
か
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
適

正
な
審
査
・
判
定
に
努
め
て
い
く
。

男
女
平
等
・
人
権

市
の
管
理
職
や
審
議
会
へ

の
女
性
登
用
を
ふ
や
し
、
政
策
決

定
へ
女
性
の
参
画
を
。

職
員
は
研
修
等
に
よ
り
養

成
し
、
管
理
監
督
職
に
登
用
し
た

い
。
審
議
会
等
の
委
員
は
、
い
わ

た
女
性
市
民

会
議
か
ら
の

推
薦
な
ど
、

成
果
も
出
て

お
り
、
今
後

も
人
材
育
成

に
力
を
注
ぎ

た
い
。

増
加
す
る
外
国
籍
市
民
の

教
育
・
医
療
・
就
労
な
ど
の
権
利

保
障
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

権
利
を
遂
行
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
が
、
不

安
定
な
雇
用
な
ど
課
題
も
あ
る
。

今
後
も
各
種
施
策
の
展
開
に
よ
り

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

市
内
中
小
業
者

市
内
中
小
零
細
業
者
の
育

成
に
つ
い
て
見
解
を
。

入
札
制
度
の
柔
軟
な
対
応

や
、
優
良
業
者
の
優
遇
措
置
な
ど

で
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全

お
年
寄
り
等
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
、
医
療
情
報
や
保

険
証
の
写
し
等
の
本
人
情
報
を
専

用
の
容
器
に
保
管
し
て
お
く
「
救

急
医
療
キ
ッ
ト
」
の
導
入
は
。

緊
急
時
に
必
要
な
情
報
を

得
ら
れ
効
率
的
で
導
入
し
や
す
い

の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

中
小
企
業
へ
の
緊
急
保
証

制
度
の
対
応
と
支
援
策
の
拡
充
は
。

制
度
の
周
知
と
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
事
務
処
理
体
制
を
整

え
努
力
し
て
い
る
。
支
援
の
拡
充

は
、
現
在
、
融
資
に
対
す
る
利
子

補
給
等
を
実
施
し
て
お
り
、
新
た

な
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

ケ
ア
つ
き
住
宅
な
ど
、
お

年
寄
り
の
居
住
環
境
確
保
の
施
策

が
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
ど

う
位
置
づ
け
ら
れ

実
施
さ
れ
る
か
。

住
宅
政
策

の
方
針
を
示
す
計

画
の
策
定
が
課
題

で
あ
る
た
め
、
住

宅
事
情
等
を
分
析
し
、
市
営
住
宅

の
整
備
方
針
を
定
め
る
中
で
整
備

等
を
実
施
し
た
い
。
ケ
ア
つ
き
住

宅
な
ど
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
へ
の

対
応
は
、
国
の
支
援
策
等
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
に
有
効
な
農

商
工
連
携
の
取
り
組
み
は
。

意
欲
の
あ
る
農
業
者
等
に

は
農
協
等
と
連
携
し
、
事
業
化
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

遊
休
農
地
の
解
消
や
団
塊

世
代
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
有

意
義
な
、
農
業
塾
の
取
り
組
み
は
。

現
在
、
農
協
が
と
き
め
き

園
芸
教
室
と
栽
培
講
習
会
を
開
講

し
て
お
り
、
こ
の
事
業
を
支
援
し

て
い
る
。
今
後
も
農
協
と
連
携
し

事
業
の
拡
大
に
向
け
推
進
し
た
い
。

行
政
改
善

有
料
広
告
掲
載
の
今
後
の

展
開
は
。広

告
媒
体
と
し
て
考
え
た

も
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
広
告
価

値
が
あ
る
か
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

引
き
続
き
広
め
て
い
く
。

豊田南第2保育園豊田南第2保育園

市営住宅市営住宅

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
行
政
の
充
実

男
女
平
等
・
人
権
尊
重
／
中
小
零
細
業
者
の
育
成

日
本
共
産
党　

稲 

垣 

あ 

や 

子　

議　

員

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り
／
行
政
改
善

公
明
党　

小 

野 

泰 

弘　

議　

員
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ホームページを開設しています ホームページを開設しています ホームページを開設しています 

http://www.city.iwata.shizuoka.jp/ 
（磐田市ホームページ） 

 

「市議会情報」をクリック 
 

http://www.city.iwata.shizuoka.jp/ 
（磐田市ホームページ） 

 

「市議会情報」をクリック 
 

　磐田市のホームページからご覧になれます。 
　議員の紹介、議会日程、本会議・委員会の 
記録などを掲載しています。 
 

■全会一致により可決・同意された議案

　　　２０年度一般会計補正予算(第３号)

　〃　国民健康保険事業特別会計補正予算(第２号)

　〃　農業集落排水事業特別会計補正予算(第２号)

　〃　公共下水道事業特別会計補正予算(第２号)

　〃　病院事業会計補正予算(第１号)

職員の公益法人等への派遣等に関する条例の一部を

改正する条例の制定

認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の

一部を改正する条例の制定

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

竜洋昆虫自然観察公園条例の一部を改正する条例の

制定

勤労者総合福祉センター条例の一部を改正する条例

の制定

勤労青少年ホーム条例を廃止する条例の制定

病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定

市立総合病院の使用料及び手数料条例の一部を改正

する条例の制定

土地開発公社定款の変更

人権擁護委員の候補者推薦の意見

そのほか本会議で議題となった案件

市議会議員の派遣

審 議 結 果 一 覧 表
―２月１７日～３月２３日（３５日間）―

　日程は変更する場合もありますので、事前に議会事務局
（電話 0538-37-4822、FAX0538-37-4845）までお問い合わせ
ください。

　２月１７日　本会議（先議議案の上程、説明・質疑等）
　　　　　　常任委員会

        １８日　常任委員会（審査予備日）

        ２３日　本会議 （先議議案の採決、予算議案等の上程・説明）

        ２６日　本会議（一般質問）

        ２７日　本会議（一般質問）

　３月２日　本会議（一般質問）
         ３日　本会議（一般質問予備日）

         ４日　本会議（各会計予算に対する代表質疑）

         ５日　本会議（一般議案に対する質疑）

         ６日　特別委員会

         ９日　特別委員会

        １０日　特別委員会（審査予備日）

        １２日　常任委員会

        １３日　常任委員会

        １６日　常任委員会（審査予備日）

　　　　　　議会運営委員会

        １７日　議会運営委員会（審査予備日）

        ２３日　本会議（議案の採決等）

    　　　※いずれも午前１０時から

　市政の様子を知るには、何といっても議会を傍聴

することが一番です。あなたが貴重な一票を投じた

議員の発言や活動を直接ご覧になってみてはいかが

でしょうか。

　傍聴を希望する方は、傍聴したい本会議または常

任委員会等の当日、受付（本庁舎５階議会事務局

内）で住所・氏名を記入し、傍聴券を受け取ってか

ら、本庁舎６階の議場または委員会室にお入りくだ

さい。団体の場合は、代表の方が手続きをしていた

だければ結構です。

本会議・委員会を傍聴してみませんか本会議・委員会を傍聴してみませんか

※請願についても同じ流れです。 

本
会
議 

議案採決までの流れ  議案採決までの流れ  議案採決までの流れ  

議案上程 
議案を会議の議題とし、審議の対象とする

こと。 

説　　明 
提出された議案についてその理由及び内

容を提出者が説明すること。 

質　　疑 提出者に疑義をただすこと。 

委員長報告 
委員会での審査の経過及び結果を報告する

こと。 

質　　疑 委員長報告に対し、疑義をただすこと。 

討　　論 
議案について、議員が反対あるいは賛成

の意見を表明すること。 

採　　決 
多数決によって、議案に対する議会の意

思を決定すること。 

議案審査 
各委員会が分担して議案を専門的、詳細

に審査すること。 

委
員
会 

本
会
議 

(1 )

(2 )

(3 )

(4 )

(5 )

(6 )

(7 )

(8 )

(9 )

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(1 )

ー8ー

平成21年2月1日　No.19 いわた市議会だよりいわた市議会だより


